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しょめい しゅっぱんしゃ せいきゅうきごう ないよう

りんごのき

エドアルド・ペチシカ／ぶん
ヘレナ・ズマトリーコバー／え

うちだ　りさこ／やく
福音館書店 Ｓエホン

　あるふゆのひ、マルチンはにわにぼうがたっているのをみつけました。
おかあさんが「あれはぼうじゃなくて、りんごのきよ」とおしえてくれました。
マルチンはりんごのきのせわをするようになりました。マルチンのめをとお
して、りんごのきのしきがえがかれています。

もりのふゆじたく たるいし　まこ／さく 福音館書店 Ｓエホン

　あきになって、もりはきのみでいっぱいです。どうぶつたちはいっしょうけ
んめいきのみをあつめています。たぬきさんはほかのどうぶつのおてつ
だいばかりしていて、いえにかえるまでにじぶんのきのみをあつめること
ができませんでした。ところがいえにかえると…。

どんぐりかいぎ
こうや　すすむ／文
片山　健／絵 福音館書店 エホン／カ

　むかし、きたのくにに、どんぐりのもりがありました。どうぶつはおなか
いっぱいどんぐりをたべ、のこったどんぐりは、こどものきになりました。と
ころがあるとし、どうぶつがふえすぎて、どんぐりがたりなくなりました。こ
まったどんぐりのきは、かいぎをひらきます。いたとき、ともだちのこえがき
こえてきました。

おおきなかしの木
エリザベス・ローズ／文
ジェラルド・ローズ／絵
ふしみ　みさを／訳

岩崎書店 エホン／ロ

　リスの口からこぼれおちた１粒のドングリは芽をだし、なんびゃくねんの
つきひがながれ、かしはみごとなうつくしい木にせいちょうしました。かし
の木のまわりには、いつもどうぶつや、ひとがあつまります。ときのうつり
かわりを１０００年の間みていた木のおはなしです。

ごちそうの木
タンザニアのむかしばなし

ジョン・キラカ／作
さくま　ゆみこ／訳

西村書店 エホン／キ

　ひでりがつづいて、たべるものがないどうぶつたちはおなかがぺこぺ
こ。ゾウが、ふしぎな木のみがたべられるじゅもんを、カメにおしえてもら
います。「ントゥングル・メンゲニェ」ゾウはだいじなじゅもんをみんなにつた
えるとちゅう、ころんでしまいわすれてしまいます。。

木はいいなあ

ユードリイ／さく
シーモント／え

さいおんじ　さちこ／やく
偕成社 エホン／シ

　たくさんの木。いっぽんだけの木。ひざしをあびて、はをゆらし、みをつ
ける。あついなつは木のしたでひとやすみ。あきになればおちばであそん
だり、たきびもできる。木のみきにぶらんこをつけたり、木のしたでおべん
とうをたべるのもいいよね。木はいいなあ。
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